
 

（ ７ ）  水 道 事 業 会 計 決 算 の状 況  

ア  総 括 事 項  

平 成 ２５年 度 の水 道 事 業 は、平 成 ２２年 度 に策 定 した流 山 市 水 道

事 業 基 本 計 画 （平 成 ２３年 度 ～平 成 ３２年 度 ：以 下 「基 本 計 画 」とい

う。 ）の 「市 民 への安 全 な水 の安 定 供 給 をめざして」を基 本 方 針 とし 、

流 山 市 水 道 事 業 第 ６次 拡 張 変 更 計 画 （以 下 「第 ６次 拡 張 計 画 」とい

う。 ）及 び平 成 ２３年 度 に策 定 した財 政 計 画 （平 成 ２４年 度 ～平 成 ２７

年 度 ）に基 づいて事 業 を実 施 した。  

平 成 ２５年 度 において、特 筆 すべき事 項 は、当 初 予 算 編 成 におい

て、収 益 的 収 支 予 算 を赤 字 予 算 で計 上 した。赤 字 となる主 な要 因 は、

平 成 ２４年 度 に江 戸 川 台 浄 水 場 更 新 事 業 が完 了 し、平 成 ２５年 度 に

は、旧 管 理 棟 の解 体 撤 去 費 （資 産 減 耗 費 ）及 び平 成 ２４年 度 から３

か年 の債 務 負 担 行 為 を設 定 し実 施 している西 平 井 浄 水 場 用 地 取 得

事 業 の２年 度 目 として特 別 損 失 を計 上 したことによるものである。  

しかし、江 戸 川 台 浄 水 場 旧 管 理 棟 撤 去 及 び場 内 整 備 工 事 は、

平 成 ２ ６ 年 度 へ の 繰 越 事 業 と な り 、 ま た 、 収 入 面 で は 、 給 水

申 込 納 付 金 が当 初 予 算 に比 べ増 となった こ とか ら 、損 益 では 、 

２５６，５９６，６４７円 の利 益 となった。  

     また、平 成 ２５年 度 は、平 成 ２４年 度 同 様 、６月 後 半 からの少 雨 傾

向 により利 根 川 上 流 ダム群 の貯 水 率 が急 激 に低 下 したことから、７月

２３日 に国 において「関 東 地 方 整 備 局 渇 水 対 策 本 部 」が設 置 され、

これを受 け、千 葉 県 では、同 日 「千 葉 県 渇 水 対 策 本 部 」が設 置 され

た。流 山 市 水 道 局 でも同 日 午 後 ４時 に「渇 水 対 策 会 議 」を設 置 し渇

水 時 における対 応 を協 議 した。翌 ２ ４日 には利 根 川 水 系 から取 水 し

ている１都 ５県 で１０％の取 水 制 限 が開 始 され、本 市 でも北 千 葉 広 域

水 道 企 業 団 からの送 水 が制 限 されたが、市 民 に対 し節 水 に協 力 する

よう ＰＲ活 動 に努 めるとともに 、地 下 水 の汲 み上 げを強 化 し、市 民 生

活 に影 響 が生 じないよう運 転 管 理 に努 めた。  



    
 

一 方 、水 道 事 業 を取 り巻 く環 境 は、節 水 意 識 が定 着 し、節 水 機

能 を有 する洗 濯 機 やトイレ等 の普 及 により、一 人 当 たりの一 日 平 均 給

水 量 が年 々減 少 傾 向 にあり、給 水 量 は前 年 度 に比 較 して減 少 した。  

     運 営 面 においては、検 針 から料 金 の収 納 に至 る一 連 の業 務 及 び

浄 水 場 の運 転 管 理 業 務 を継 続 して民 間 に委 託 し、水 道 利 用 者 の

利 便 性 の向 上 と効 率 的 な運 用 に努 めた。  

 

イ  建 設 事 業  

  基 本 計 画 及 び第 ６次 拡 張 計 画 に基 づき、既 設 浄 水 場 更 新 事 業

を推 進 するとともに、各 浄 水 場 の修 繕 を実 施 したほか、配 水 管 の改

良 、拡 張 工 事 を実 施 した。  

     既 設 浄 水 場 更 新 事 業 は、平 成 ２ ４ 年 度 か ら平 成 ２ ６ 年 度までの

３か年 継 続 事 業 として行 っている東 部 浄 水 場 更 新 事 業 のうち、平 成

２５年 度 及 び平 成 ２６年 度 の期 間 で実 施 する施 設 改 修 工 事 及 び電

気 機 械 設 備 更 新 工 事 に着 手 した。また、つくばエクスプレス沿 線 土

地 区 画 整 理 事 業 による人 口 増 加 に対 応 するため、おおたかの森 浄

水 場 の配 水 ポンプ増 設 工 事 を実 施 したほか、平 成 ２４年 度 に更 新 事

業 が完 了 した江 戸 川 台 浄 水 場 の旧 管 理 棟 を撤 去 し場 内 整 備 工 事

に着 手 した。  

      一 方 、配 水 施 設 整 備 事 業 は、給 水 区 域 の安 定 給 水 と水 圧 を確

保 するため、配 水 管 の口 径 変 更 と塩 化 ビニル管 等 を地 震 に強 いダク

タイル鋳 鉄 管 や水 道 配 水 用 ポリエチレン管 に改 良 する配 水 管 改 良

工 事 １１件 、延 長 ３，７３６．３ｍを布 設 したほか、舗 装 本 復 旧 工 事 ５件 、

面 積 １４ ， ８ ３ ２ ． ０㎡を舗 装 した。また、安 定 した水 供 給 及 び未 給 水

区 域 の解 消 を図 るため、配 水 管 拡 張 工 事 ４件 、延 長 ６２ ０． ９ ｍを布

設 した。  

      更 に、つくばエクスプレス沿 線 整 備 事 業 に係 る配 水 管 拡 張 工 事 と

して、木 地 区 、運 動 公 園 周 辺 地 区 、新 市 街 地 地 区 において拡 張 工



    
 

事 ９件 、延 長 ８，４６０．９ｍを布 設 した。  

      既 設 浄 水 場 の維 持 修 繕 については、①おおたかの森 浄 水 場 ２号

配 水 ポンプ修 繕 ②西 平 井 浄 水 場 １号 配 水 ポンプ修 繕 等 を実 施 し、

飲 用 水 の安 定 供 給 を図 った。また、平 成 １８年 度 から導 入 した運 転

管 理 、薬 品 調 達 管 理 、設 備 点 検 及 び小 規 模 修 繕 等 を包 括 的 に民

間 委 託 する浄 水 場 運 転 管 理 等 業 務 については、平 成 ２０年 度 に契

約 を締 結 し、平 成 ２５年 度 までの委 託 期 間 で業 務 を遂 行 しており、引

き続 き安 心 ・安 全 な水 の安 定 供 給 を追 求 しながら、省 力 化 及 びコスト

の縮 減 を図 った。  

 

ウ  業 務 の状 況  

     上 下 水 道 料 金 の支 払 手 段 を多 様 化 し使 用 者 の利 便 性 を向 上 さ

せるとともに、事 務 の効 率 化 及 び収 納 率 の向 上 を図 ることを目 的 に、

平 成 ２５年 ４月 から千 葉 県 で初 めてクレジットカード払 いを導 入 した。

平 成 ２ ５年 度 末 の申 込 件 数 は、継 続 的 なクレジッ トカード払 いが 

１，９２２件 、都 度 払 いが１０２件 であった。  

     平 成 ２５年 度 末 の給 水 人 口 は１ ６ ７ ， ３ ３ ３人 で、前 年 度 に比

べ２，１７１人 増 加 し、給 水 普 及 率 は９８．６４％となった。  

     今 年 度 の年 間 給 水 量 は 、 １ ６ ， ７ ０ ４ ， ８ １ ９ ㎥ で 、 前 年 度 比 

３ １ ０ ， ０ ４ ４㎥（１．８２％）の減 となっている。また、年 間 有 収 水 量 は、

１５，９０９，９３６㎥で、前 年 度 比 ６０，８０３㎥（０．３８％）の増 加 となった。  

     また、水 道 料 金 等 の不 納 欠 損 金 処 理 は、５００件 、１，９４２，２１４円

で、前 年 度 に比 べ１，５１２，６９７円 の減 となった。  

     こ の ほ か 、 給 水 申 込 納 付 金 の 調 定 状 況 は 、 ２ ， ３ ５ ０ 件 、

５ ９ １ ， １ ９ ２ ，０００円 、臨時給水については、５７８件 、１３，５ ４ ５ ，３６ ９円

となった。  

 

 



    
 

 

エ  経 理 の状 況  

     水 道 局 が所 有 する現 金 預 金 は、平 成 ２４年 度 決 算 時 に お い て

４， １ ７ ８ ， ２ ８ ６ ， ５ ７ ６円 を保有し、このうち普通預金に４７ ７ ， ６ ７ ６ ， ４ ２ ４円

定 期 預 金 に３ ， ７ ０ ０ ， ６ １ ０ ， １ ５ ２円 を預 入 し、受 取 利 息 の確 保 に

努 めた。  

     また、平 成 ２５年 ２月 から運 用 を開 始 した有 価 証 券 が今 年 度 、初 め

て有 価 証 券 利 息 として収 入 しペイオフ対 策 を考 慮 した資 金 運 用 を図

った。  

     収 益 的 収 入 は 、 ３ ， ６ ７ ８ ， ４ ５ ６ ， ６ ０ ３ 円 で 、 前 年 度 に 比 べ

１６８，１７６，１４８円 の増 収 となった。この主 な要 因 は、給 水 申 込 納 付

金 が増 加 したことによるものである。  

   一 方 、収 益 的 支 出 は 、 ３ ， ３ ９ ４ ， ３ ９ ４ ， １ ４ ７ 円 で、前 年 度 に

比 べ１４１，８０ ７，５７６円 の増 加 となった。この主 な要 因 は、平 成 ２４年

度 に江 戸 川 台 浄 水 場 更 新 事 業 が完 了 したことに伴 い、平 成 ２５年 度

から減 価 償 却 費 が発 生 するとともに旧 浄 水 場 の解 体 撤 去 により資 産

減 耗 費 が増 加 したこと、更 に、平 成 ２５年 度 当 初 予 算 編 成 時 におい

て赤 字 予 算 で編 成 したことから支 払 消 費 税 を過 少 に見 込 んでいたが、

黒 字 決 算 となり支 払 消 費 税 が増 加 したこと等 によるものである。  

     このような状 況 の中 、平 成 ２ ５年 度 の損 益 は、税 抜 きによる収 益 的

収 入 が３，５０４，６７０，７５７円 、収 益 的 支 出 が３，２４８，０７４，１１０円

で、収 入 から支 出 を差 し引 くと２５６，５９６，６４７円 の純 利 益 を計 上 す

ることができた。  

    資 本 的 収 入 は 、 ５ ４ ８ ， ４ ８ １ ， ８ ７ ３ 円 で 、 前 年 度 に 比 べ

２ １ ８ ， ８ １ ０ ， ７７５円 の増 収 となった。その主 な要 因 は、おおたかの森

浄 水 場 配 水 ポンプ増 設 工 事 に伴 い企 業 債 収 入 が増 加 したことによ

るものである。  

     この資 本 的 収 入 のうち、工 事 負 担 金 ２９９，５３０，６００円 は、資 本 的



    
 

支 出 のつくばエクスプレス沿 線 整 備 事 業 費 に充 てるため、独 立 行 政

法 人 都 市 再 生 機 構 及 び千 葉 県 の各 区 画 整 理 施 行 者 との協 定 に

基 づき収 入 し、また、配 水 管 改 良 工 事 負 担 金 として流 山 市 から収 入

したものである。  

   一 方 、資 本 的 支 出 は、１ ， ３ ６ ６ ， ４ ９ ４ ， ４ ５ ０円 で、前 年 度 に比

べ１，００８，２１５，７００円 の減 額 となった。その主 な要 因 として平 成 ２４

年 度 には、江 戸 川 台 浄 水 場 更 新 事 業 を実 施 し多 額 の事 業 費 を支

出 したが、今 年 度 は、大 規 模 な建 設 改 良 事 業 を実 施 しなかったため

建 設 改 良 費 が大 幅 に減 額 したことによるものである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    
 

 

 

 

オ  議 会 議 決 事 項  

議  案  

番  号  
件             名  提 出 年 月 日  議 決 年 月 日  

議   案  

第 ８０号  

平 成 ２ ４年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 決 算 認

定 について  
H 2 5 .  9 .  5  H 2 5 . 1 0 .  8  

議   案  

第 ９４号  

消 費 税 及 び地 方 消 費 税 の引 上 げに伴 う関

係 条 例 の整 備 に関 する条 例 の制 定 について  
H 2 5 . 1 1 . 2 8  H 2 5 . 1 2 . 1 8  

議   案  

第 1 1 3 号  

平 成 ２ ５年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 補 正 予

算 （第 １号 ）  
H 2 5 . 1 1 . 2 8  H 2 5 . 1 2 . 1 8  

議   案  

第 １７号  
平 成 ２６年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 予 算  H 2 6 .  2 . 2 0  H 2 6 .  3 . 2 4  

議   案  

第 １８号  

平 成 ２ ５年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 補 正 予

算 （第 ２号 ）  
H 2 6 .  2 . 2 0  H 2 6 .  3 . 2 4  

議   案  

第 ２２号  

流 山 市 水 道 事 業 の設 置 等 に関 する条 例 の

一 部 を改 正 する条 例 の制 定 について  
H 2 6 .  2 . 2 0  H 2 6 .  3 . 2 4  

 

カ  職 員 に関 する事 項 （水 道 事 業 管 理 者 を除 く）  

職    種  
平 成 ２６年 ３月 ３ １日  

現 在 の職 員 数 （人 ）  

平 成 ２５年 ３月 ３ １日  

現 在 の職 員 数 （人 ）  

増    減  

    （ 人 ）  

事 務 職 員         １ ５        １ ５     ０  

技 術 職 員  ７       ９        △    ２  

合 計  ２ ２       ２ ４        △    ２  

 

※  平 成 ２ ５年 度 地 方 公 営 企 業 決 算 状 況 調 査 作 成 の際 、勤 務 日 数 が、

月 １ ８日 未 満 の職 員 は調 査 対 象 外 とすることから、再 任 用 職 員 （ ３名 ）を対

象 外 とした。  


